
び
に
清
郷
工
作
。

昭
和
十
八
年
四
月
宣
興
県
宣
興
付
近
の
警
備
。

九
月
三
十
日
～
十
月
三
十
一
日
、
広
徳
作
戦
（
安
徽
省
南
部
蕪

湖
東
南
方
）
に
参
加
（
第
六
十
一
師
団
＝
鵄
部
隊
基
幹
）
す
。

以
後
、
宣
興
県
張
諸
鎮
付
近
警
備
。
漂
陽
県
漂
陽
付
近
警
備
。

七
月
二
十
三
日
淅
■
沿
岸
作
戦
に
は
後
藤
学
大
隊
以
下
約
八
〇

〇
名
出
動
、
残
置
隊
は
第
二
、
第
三
、
第
四
中
隊
を
基
幹
と
し

西
山
大
尉
留
守
隊
長
と
な
り
漂
陽
付
近
を
警
備
す
。

昭
和
二
十
年
二
月
、
後
藤
少
佐
以
下
の
大
隊
主
力
は
独
立
歩

兵
第
二
四
〇
大
隊
と
な
り
、
残
置
隊
が
新
た
に
第
四
十
七
大
隊

を
編
成
し
前
任
務
を
継
続
し
、
宣
興
に
お
い
て
同
地
付
近
の
警

備
に
任
ず
。

復
員
完
結
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
（
復
員
時
の
人

員
一
、
一
二
〇
名
）

私
の
青
春
と
参
戦
の
実
状

―
生
還
後
の
感
想
に
つ
い
て
―
　 

山
形
県
　
滝
田
吉
郎
　 

先
代
父
・
忠
四
郎
の
長
男
と
し
て
当
地
に
出
生
、
西
郷
尋
常

高
等
小
学
校
を
卒
業
し
父
の
家
業
を
継
ぐ
。

当
時
青
年
学
校
に
お
い
て
厳
し
い
軍
事
教
練
を
受
け
、

ま
た
、

日
中
戦
争
も
熾
烈
極
ま
る
昭
和
十
五
年
七
月
五
日
、
臨
時
召
集

を
受
け
、
山
形
歩
兵
第
百
三
十
二
連
隊
・
第
五
中
隊
第
四
班
に

編
入
。
一
期
検
閲
ま
で
は
擲
弾
筒
班
に
て
猛
訓
練
に
励
ん
だ
。

や
が
て
十
一
月
と
な
り
、
戦
地
さ
な
が
ら
の
師
団
秋
季
大
演

習
に
参
加
し
た
。
実
戦
同
様
の
大
規
模
な
演
習
も
無
事
終
了
、

一
段
落
と
同
時
に
海
外
派
遣
の
■
も
耳
に
さ
れ
、
同
時
に
、
新

品
の
完
全
軍
装
の
品
々
が
す
べ
て
整
っ
た
矢
先
、
陸
支
機
密
に

よ
り
外
地
派
遣
が
急
変
し
、
意
外
に
も
召
集
解
除
の
命
令
が
出

た
。
し
か
し
隊
長
よ
り
「
こ
れ
は
一
時
的
で
、
健
康
に
注
意
し

て
の
待
機
で
あ
る
」
と
の
訓
示
を
受
け
、
一
旦
、
帰
郷
解
除
と



な
る
。

そ
の
後
月
日
が
た
つ
に
つ
れ
南
方
の
戦
況
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
昭
和
十
六
年
の
出
征
兵
は
正
規
の
軍
装
も
出
来
ず
、

日
常
の
ま
ま
誰
一
人
と
し
て
見
送
人
も
な
く
、
家
族
だ
け
に
別

れ
を
告
げ
、
人
目
を
忍
び
、
征
途
に
つ
く
事
態
と
な
っ
た
。

何
故
か
判
断
に
苦
し
む
戦
況
の
中
で
待
機
中
、
太
平
洋
戦
争

が
勃
発
し
、
や
が
て
待
ち
に
待
っ
た
再
度
の
召
集
を
受
け
、
山

形
歩
兵
第
百
三
十
二
連
隊
第
一
中
隊
に
入
隊
し
た
。
営
外
、
清

水
屋
旅
館
に
宿
泊
。

約
一
ヵ
月
の
教
練
の
末
、
忘
れ
ら
れ
な
い
私
の
誕
生
日
の
五

月
十
日
、
夜
十
時
山
形
出
発
、
行
先
不
明
の
ま
ま
乗
車
、
十
二

日
夜
半
、
暗
闇
の
中
、
宇
品
港
よ
り
出
航
、
行
先
を
船
中
で
想

像
し
な
が
ら
朝
に
な
っ
て
上
陸
し
た
所
は
釜
山
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
朝
鮮
半
島
を
鉄
路
縦
断
、
鮮
満
国
境
を
通
過
し
、
満

支
国
境
の
山
海
関
通
過
、
大
原
に
到
着
し
た
。
食
糧
を
受
け
再

び
乗
車
、
途
中
列
車
は
攻
撃
を
受
け
た
が
無
事
到
着
し
た
の
は

臨
汾
。
こ
こ
で
全
員
下
車
、
直
ち
に
当
地
区
の
警
備
と
な
っ
た
。

大
隊
本
部
は
臨
汾
と
の
こ
と
で
、
各
中
隊
は
命
に
よ
り
各
警

備
地
区
へ
移
動
、
直
ち
に
配
備
、
警
備
態
勢
を
と
る
。
我
が
第

一
中
隊
は
万
安
鎮
を
中
隊
本
部
と
し
、
さ
ら
に
私
は
丸
岡
曹
長

を
長
と
す
る
十
五
名
の
一
員
と
し
て
天
壇
里
分
■
勤
務
と
な

り
、
当
地
の
警
備
態
勢
に
入
っ
た
。

警
備
は
昼
夜
の
別
な
く
、
異
国
に
来
て
初
め
て
の
体
験
で
身

の
引
き
締
る
思
い
で
の
歩
■
で
あ
る
。
絶
対
油
断
す
る
な
、
い

か
な
る
細
か
い
事
、
不
審
に
感
じ
た
事
、
必
ず
申
し
送
り
す
る

よ
う
に
と
毎
日
強
い
訓
示
が
与
え
ら
れ
、
緊
張
の
連
続
で
あ
っ

た
。こ

の
緊
張
の
勤
務
一
ヵ
月
に
し
て
、
俄
か
に
私
一
人
だ
け
至

急
下
山
す
べ
し
と
の
命
に
て
原
隊
へ
戻
っ
て
見
る
と
、
中
隊
か

ら
二
名
無
線
修
業
の
た
め
、
洪
同
の
旅
団
の
通
信
隊
へ
転
属
で

あ
っ
た
。
し
か
も
二
ッ
星
へ
進
級
と
同
時
の
転
属
、
嬉
し
さ
と

心
配
の
交
差
す
る
気
持
ち
で
申
告
の
上
、
洪
同
へ
と
行
く
。

こ
こ
で
は
各
中
隊
の
選
出
者
に
負
け
ま
い
と
一
心
不
乱
、
誠

心
誠
意
尽
力
し
、
三
ヵ
月
の
末
、
教
育
は
無
事
終
了
し
原
隊
へ

復
帰
、
無
線
通
信
手
と
し
て
先
輩
と
と
も
に
通
信
班
勤
務
と
な

る
。二

週
間
後
、
今
度
は
再
び
私
一
人
が
大
隊
本
部
無
線
通
信
手

と
し
て
本
部
通
信
班
勤
務
と
し
て
転
属
と
な
っ
た
。



一
時
は
私
だ
け
が
再
三
転
属
さ
れ
る
こ
と
に
憤
慨
の
気
持
ち

も
起
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、「
軍
隊
は
上
官
の
命
は
天
皇
の

命
令
と
心
得
へ
よ
」
と
あ
り
、
絶
対
服
従
の
命
に
も
と
づ
き
、

身
も
心
も
引
き
締
め
心
を
直
し
、
北
支
那
方
面
軍
第
六
十
九
師

団
・
勝
五
二
三
〇
部
隊
・
独
立
歩
兵
第
百
二
十
大
隊
・
第
一
中

隊
所
属
大
隊
本
部
通
信
班
の
勤
務
に
精
励
す
る
。

や
が
て
、
年
の
瀬
も
明
日
と
い
う
暮
の
十
二
月
三
十
日
の
夕

刻
、
江
口
少
尉
以
下
、
二
十
七
名
の
石
家
荘
分
■
が
、
交
信
途

絶
と
共
に
、
銃
声
が
遠
く
聞
こ
え
、
副
官
及
び
情
報
部
暗
号
班

等
へ
緊
急
通
報
す
る
。

直
ち
に
確
認
の
た
め
非
常
呼
集
に
よ
り
緊
急
出
動
し
た
が
、

敵
は
逃
亡
の
後
で
全
員
戦
死
。
し
か
も
人
名
の
顔
す
ら
判
明
し

難
き
悲
惨
な
形
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
帰
隊
と
同

時
に
そ
の
悲
報
に
接
し
た
時
の
シ
ョ
ッ
ク
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

異
国
に
来
て
「
戦
死
」
と
の
言
葉
も
初
め
て
、
し
か
も
隣
村

の
高
橋
力
君
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
故
郷
を
出
る
時
、
同

じ
駅
に
て
誓
い
合
っ
た
仲
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
驚
き
と
悲
し

み
で
非
常
に
残
念
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
戦
地
に
い
る
こ
と
を
初

め
て
痛
切
に
身
を
以
て
体
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

通
信
兵
の
任
務
は
作
戦
経
過
の
全
期
間
を
通
し
て
、
指
揮
連

絡
を
万
全
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、「
軍
隊
の
神
経
と
い
わ

れ
る
責
任
重
大
な
る
任
務
で
あ
る
こ
と
を
常
に
肝
に
命
じ
て
精

励
す
べ
し
」
と
訓
示
の
基
本
に
あ
る
。
ま
た
、
送
受
信
と
暗
号

か
ら
な
り
、
一
心
一
体
の
行
動
に
て
成
立
す
る
機
密
的
存
在
に

て
、
敏
速
行
動
が
要
求
さ
れ
る
。
班
員
相
互
の
理
解
と
意
志
の

疎
通
を
計
る
と
共
に
協
力
が
か
か
せ
な
い
。

本
部
勤
務
も
落
着
き
を
取
り
戻
し
た
春
、
四
月
、
本
部
通
信

班
と
し
て
「
十
八
春
大
行
作
戦
」
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、

新
郷
付
近
よ
り
大
行
山
中
心
部
に
向
い
作
戦
開
始
す
る
。
東
姚

集
に
拠
る
中
央
軍
一
個
師
団
を
独
混
第
三
旅
団
（
造
）
と
共
同

で
攻
撃
し
、
主
力
を
壊
滅
す
る
作
戦
で
あ
っ
た
。
約
一
ヵ
月
間
、

山
岳
戦
の
毎
日
、
四
〇
キ
ロ
の
強
行
軍
の
上
で
の
交
戦
な
ど
、

数
々
の
戦
闘
で
あ
っ
た
。

そ
の
際
、
台
上
よ
り
不
意
の
銃
撃
で
右
足
踵
内
側
擦
過
傷
を

負
っ
た
が
、
靴
の
中
は
汗
の
ぬ
め
り
で
あ
る
も
の
と
思
い
、
わ

か
ら
ず
進
撃
、
数
時
間
後
、
交
信
と
休
息
に
際
し
て
靴
を
脱
い

で
見
て
、
血
は
や
や
止
ま
っ
て
い
た
が
、
靴
下
が
真
赤
に
な
っ

て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
。



こ
れ
を
同
僚
に
発
見
さ
れ
、
す
ぐ
手
当
を
と
い
わ
れ
、
衛
生

兵
の
消
毒
と
手
当
を
受
け
た
の
は
夜
半
で
あ
っ
た
。
な
か
な
か

眠
れ
な
い
い
ま
ま
夜
が
明
け
た
。
し
か
し
今
日
も
行
軍
と
交
信

が
続
く
。
戦
友
達
に
は
「
大
丈
夫
か
」「
オ
イ
、
背
嚢
持
っ
て

や
る
よ
」
と
交
互
に
励
ま
さ
れ
た
。
戦
友
達
に
厄
介
に
な
る
す

ま
な
い
気
持
ち
と
苦
痛
に
耐
え
て
、
気
力
で
大
丈
夫
と
言
っ
た

も
の
の
四
、
五
日
位
の
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
終
生
忘
れ
ら
れ
な

い
。し

か
し
武
運
あ
り
て
軽
傷
で
よ
か
っ
た
と
胸
を
な
で
お
ろ

し
、
戦
友
達
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
作
戦
も
終
了
し
原
隊
へ
復
帰

し
た
が
、
こ
の
喜
び
も
束
の
間
、
ま
も
な
く
行
軍
中
の
飲
料
水

が
原
因
で
下
痢
が
発
生
、
熱
が
伴
い
、
急
性
大
腸
炎
と
診
断
さ

れ
た
十
数
名
と
臨
汾
陸
軍
病
院
へ
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

負
傷
し
て
入
院
も
せ
ず
頑
張
り
通
し
て
来
て
、
こ
ん
な
事
で
入

院
と
は
実
に
情
け
な
く
残
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
僅
か
二
週
間

で
全
員
退
院
し
た
。

私
は
足
も
体
調
も
回
復
し
再
び
原
隊
に
復
帰
、
感
謝
し
な
が

ら
通
信
一
筋
に
専
念
す
る
。
そ
の
後
、
一
週
間
前
後
の
討
伐
に

は
数
回
加
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

や
が
て
半
年
が
過
ぎ
、
第
百
二
十
大
隊
は
、
垣
曲
県
王
茅
鎮

へ
移
動
、
王
茅
鎮
を
本
部
と
し
垣
曲
付
近
の
警
備
の
任
に
着
き
、

私
は
本
部
勤
務
と
な
る
。
ま
も
な
く
稷
王
山
周
辺
地
区
作
戦
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

下
王
尹
の
部
落
は
周
囲
が
土
塀
に
■
ら
れ
、
城
壁
内
よ
り
頑

強
に
抵
抗
す
る
山
西
軍
に
対
し
、
白
昼
、
熾
烈
極
ま
る
銃
砲
火

を
冒
し
て
の
突
撃
を
敢
行
し
殲
滅
的
打
撃
を
与
え
、
最
大
の
戦

果
を
挙
げ
た
。

し
か
し
部
落
は
城
壁
と
土
塀
に
囲
ま
れ
て
城
内
の
至
る
所
に

銃
眼
が
あ
り
、
ま
た
外
廻
り
は
、
交
通
壕
を
掘
り
め
ぐ
ら
せ
て

頑
強
に
構
え
、
銃
眼
よ
り
豆
を
い
る
よ
う
に
間
断
な
く
無
気
味

な
音
と
共
に
銃
撃
の
猛
射
が
あ
り
、
ま
た
狙
撃
に
応
戦
し
、
ひ

る
む
こ
と
知
ら
ず
。

我
が
方
も
勇
猛
な
る
攻
撃
を
敢
行
す
る
も
、

一
面
に
畠
で
■
■
物
を
利
用
す
る
所
が
な
く
、
将
兵
は
こ
の
ま

ま
で
は
犠
牲
が
出
る
だ
け
で
あ
る
。

早
く
突
撃
せ
よ
、
と
い
っ
て
い
る
う
ち
、
数
名
の
死
傷
者
が

出
て
し
ま
っ
た
。
先
に
砲
火
器
、
歩
兵
砲
等
の
応
援
を
連
絡
し

て
い
る
も
の
の
、
狭
い
悪
路
の
登
り
で
台
上
へ
進
め
ず
、
こ
れ

も
遅
れ
て
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
。

将
兵
気
を
も
ん
で
応
戦
中
、



歩
兵
砲
隊
が
到
着
し
た
。
す
ぐ
歩
兵
砲
の
援
護
射
撃
の
中
を
白

兵
戦
を
敢
行
す
る
が
、
飛
来
す
る
弾
が
身
近
に
集
中
、
土
煙
が

点
々
と
立
ち
こ
め
、
か
つ
畑
地
で
■
■
物
は
な
く
、
全
身
露
出

で
突
っ
切
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
「
一
緒
に
出
る
な
、
一
人
づ
つ
出
て
行
け
」
と
誰
か

が
叫
ぶ
。
果
た
し
て
自
分
は
誰
の
後
に
出
た
か
、
何
番
目
に
出

た
か
は
記
憶
は
な
い
。
危
険
は
覚
悟
の
上
、
無
我
夢
中
、
力
の

あ
る
限
り
畑
を
突
っ
走
っ
た
。
激
し
く
弾
の
飛
び
交
う
中
で
、

顔
に
変
な
衝
撃
の
予
感
は
し
た
も
の
の
、
そ
の
時
は
別
に
考
え

る
余
地
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
地
隙
に
走
り
込
ん
だ
。
後
方
で
誰

か
が
や
ら
れ
た
ら
し
い
姿
が
見
え
た
。
文
字
通
り
こ
こ
ま
で
は

助
か
っ
た
と
、
大
き
く
た
め
息
を
つ
い
た
。

一
般
中
隊
は
ど
ん
ど
ん
進
撃
を
続
け
、
包
囲
に
成
功
、
戦
果

は
甚
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
戦
い
す
ん
で
夕
陽
沈
ん
だ
こ
ろ
報

告
が
あ
っ
た
が
、
二
〇
名
近
い
死
傷
者
が
出
た
。
私
も
そ
の
一

人
。
私
は
平
静
を
取
り
戻
し
た
折
に
、
私
の
顔
の
左
目
頭
付
近

か
ら
肩
に
か
け
て
血
痕
が
見
え
る
が
ど
う
し
た
と
問
わ
れ
、
気

が
付
い
て
見
る
と
左
目
上
ま
ぶ
た
左
端
の
方
が
少
々
ち
ぎ
れ
て

い
る
の
が
分
か
っ
た
。
顔
を
よ
く
ふ
い
て
消
毒
程
度
で
ま
ぬ
が

れ
た
が
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
た
。

こ
れ
が
三
セ
ン
チ
内
側
で
あ
っ
た
ら
失
明
か
、
こ
の
世
か
ら

消
え
た
に
違
い
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
と
、
全
く
奇
跡
と
い
う

外
は
な
い
。
武
運
が
強
く
、
命
拾
い
し
た
こ
と
に
感
謝
の
外
な

か
っ
た
。
約
二
週
間
の
作
戦
で
戦
果
も
大
で
命
も
な
が
ら
え
た

が
、
熾
烈
極
ま
る
白
兵
戦
の
白
昼
攻
撃
で
気
が
張
っ
て
い
た
と

は
言
え
恐
怖
感
は
い
な
め
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
十
九
年
五
月
八
日
よ
り
大
規
模
な
黄
河
渡
河

作
戦
の
た
め
各
大
隊
の
行
動
が
開
始
さ
れ
た
。
第
百
二
十
大
隊

は
前
日
、
乗
船
要
領
、
断
崖
の
登
る
要
領
、
ほ
う
ふ
く
前
進
、

船
の
組
立
持
参
要
領
等
の
猛
訓
練
を
行
い
、
九
日
午
後
よ
り
遺

髪
・
遺
爪
・
遺
書
を
残
し
、
認
識
票
を
身
に
つ
け
、
恩
賜
の
煙

草
を
い
た
だ
き
、
恩
賜
の
酒
を
飯
盒
の
蓋
に
汲
み
各
戦
友
と
別

れ
の
酒
を
交
し
た
。

隊
長
は
言
い
残
す
こ
と
が
あ
る
者
は
申
し
出
ろ
と
言
わ
れ
た

が
、
誰
一
人
申
し
出
る
者
は
な
く
、
も
し
も
の
場
合
頼
む
と
元

気
一
杯
に
て
夜
を
待
つ
。

や
が
て
上
陸
用
組
立
舟
艇
に
各
分
隊
毎
に
乗
船
、
朝
岡
隊
は

左
一
線
村
川
切
込
隊
に
配
属
、
宗
家
山
を
占
領
す
べ
く
。
粕
木



部
隊
は
右
一
線
切
込
隊
青
山
を
占
領
す
べ
く
、
本
部
指
揮
班
は

正
面
切
込
隊
と
し
て
青
山
を
占
領
す
る
と
い
う
渡
河
作
戦
で
、

い
よ
い
よ
九
時
二
十
分
を
期
し
て
各
分
隊
は
暗
闇
の
中
、
艇
を

河
辺
ま
で
運
び
出
し
、
行
動
を
開
始
し
た
。
工
兵
隊
の
指
示
に

従
い
一
斉
に
乗
艇
、
一
五
名
ぐ
ら
い
の
将
兵
を
乗
せ
、
エ
ン
ジ

ン
は
工
兵
隊
の
操
作
に
て
一
斉
に
発
進
、
暗
闇
の
中
、
神
に
祈

る
思
い
と
悲
壮
な
覚
悟
で
対
岸
に
着
く
の
が
待
ち
遠
し
い
。

や
が
て
舟
底
が
ガ
リ
ガ
リ
と
音
が
し
た
、
ソ
レ
と
一
斉
に
飛

び
降
り
た
が
五
〇
セ
ン
チ
位
の
水
中
で
、
腰
下
は
ズ
ブ
ぬ
れ
と

な
っ
た
。
予
想
通
り
そ
こ
は
断
崖
で
、
ど
こ
を
ど
う
登
っ
た
や

ら
、
闇
夜
の
中
の
手
さ
ぐ
り
で
あ
る
。
そ
の
後
ど
う
歩
い
た
か

は
無
我
夢
中
、
処
々
に
溝
等
が
あ
り
肩
車
で
後
の
人
に
押
し
上

げ
ら
れ
て
よ
じ
登
る
。
一
部
頂
上
へ
達
し
、
占
領
成
功
の
信
号

弾
が
夜
空
を
明
る
く
し
た
が
、
敵
は
全
く
知
ら
ず
、
不
意
を
つ

か
れ
て
応
戦
は
な
く
、
我
々
は
無
血
で
無
事
占
領
に
成
功
し
た
。

し
か
し
敵
は
信
号
弾
と
我
が
軍
に
不
意
を
突
か
れ
、
両
側
か

ら
の
挟
み
撃
ち
と
な
っ
て
、
あ
わ
て
て
応
戦
す
る
。
こ
の
た
め

後
続
部
隊
は
敵
の
猛
射
を
受
け
て
苦
戦
と
な
る
。
や
が
て
月
が

出
て
状
況
は
不
利
と
な
り
、
後
続
部
隊
ほ
ど
損
害
を
受
け
る
形

と
な
っ
た
。

私
達
の
正
面
の
第
一
線
切
込
隊
は
、
幹
部
は
多
く
の
犠
牲
が

出
る
も
の
と
見
て
い
た
が
、
無
血
で
上
陸
に
成
功
し
、
占
領
で

き
た
こ
と
に
対
し
て
、
一
同
感
泣
し
た
。
隊
長
は
百
万
ド
ル
の

信
号
弾
で
あ
る
と
喜
ん
だ
。

我
が
部
隊
は
、
そ
の
後
は
後
続
部
隊
に
任
せ
、
進
撃
ま
た
進

撃
、
猛
進
に
つ
ぐ
猛
進
と
な
っ
た
。
本
部
は
、
汾
南
地
区
の
山

西
軍
の
撃
滅
作
戦
で
、
岱
眉
山
の
峪
嶮
を
越
す
猛
烈
な
強
行
軍

が
始
ま
る
。
一
中
隊
と
本
部
は
分
離
し
て
敵
中
突
破
し
、
本
部

一
少
隊
の
戦
闘
部
隊
は
十
日
夜
と
十
一
日
、
敵
と
遭
遇
し
な
が

ら
縄
池
め
ざ
し
て
の
強
行
軍
と
な
っ
た
。

十
二
日
夜
か
ら
激
し
い
雨
が
降
る
中
の
行
軍
は
ま
ま
な
ら

ず
、
泥
靴
重
く
苦
難
の
連
続
で
、
よ
う
や
く
十
二
日
夜
半
に
到

着
し
た
が
、

戦
闘
部
隊
が
先
に
到
着
し
追
撃
し
た
後
で
あ
っ
た
。

雨
降
り
の
中
の
強
行
軍
に
本
当
に
耐
え
た
苦
労
は
忘
れ
ら
れ
な

い
。翌

日
縄
池
か
ら
新
安
の
手
前
南
庄
に
到
着
。
部
隊
長
の
い
る

場
所
へ
た
ど
り
着
き
、
地
兵
団
直
轄
か
ら
解
か
れ
原
隊
に
戻
る

こ
と
に
な
っ
た
。
後
ほ
ど
、
情
報
部
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、



戦
果
は
捕
虜
等
多
大
な
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
後
第
一
軍
司
令

官
よ
り
、
感
状
が
授
与
さ
れ
た
が
、
正
直
の
と
こ
ろ
、
第
三
回

の
負
傷
等
は
さ
け
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
続
け
て
の
参
加
で
、
無

事
生
還
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

改
め
て
通
信
関
係
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
、
河
南
省
班
村
付

近
の
警
備
と
な
る
。

ま
た
、
九
月
半
ば
よ
り
、
汾
南
地
区
の
山
西
軍
撃
滅
の
第
五

十
九
旅
団
作
戦
の
里
児
閻
の
戦
闘
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
数
々
の
戦
闘
に
参
加
す
る
度
に
厭
な
予
感
が
あ

る
が
、
作
戦
終
了
の
度
に
安
堵
感
で
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
経
験

が
だ
ん
だ
ん
こ
の
恐
怖
感
を
薄
く
し
、
自
信
に
繋
が
る
が
、
し

か
し
戦
争
は
歓
迎
す
る
も
の
で
は
な
い
。

い
よ
い
よ
編
成
終
了
、
出
発
と
な
る
。
途
中
深
い
地
隙
に
入

り
な
か
な
か
困
難
を
極
め
た
。
道
路
は
狭
く
、
曲
が
り
く
ね
り
、

上
り
下
り
坂
の
山
岳
路
で
あ
り
、
銃
火
器
は
大
変
。
足
元
は
重

い
、
背
嚢
も
事
の
外
重
く
肩
に
食
い
込
む
。
凹
地
に
隠
れ
な
が

ら
小
休
止
。
何
日
と
も
知
ら
ず
行
軍
、
進
撃
の
繰
り
返
し
、
段

々
畑
で
台
上
に
上
が
っ
た
瞬
間
、
豆
を
煎
る
よ
う
な
銃
声
。
隊

長
は
、
段
々
畑
で
よ
く
見
え
な
い
が
、
部
落
が
あ
り
城
壁
が
見

え
る
。
ま
た
銃
眼
の
所
も
あ
る
よ
う
だ
と
の
こ
と
。

ま
も
な
く
誰
か
が
ヤ
ラ
レ
タ
と
ざ
わ
め
い
た
。
小
銃
隊
は
少

し
づ
つ
前
進
し
て
一
歩
も
退
か
な
い
。
一
斉
に
左
右
か
ら
重
軽

機
、
中
央
よ
り
擲
弾
筒
を
撃
つ
。「
弾
薬
遅
れ
る
な
」
の
必
死

の
掛
け
声
、
敵
は
ま
だ
ま
だ
撃
っ
て
来
る
。
ブ
ス
ブ
ス
と
足
元

に
土
煙
が
上
る
。
気
を
つ
け
ろ
、
が
ん
ば
れ
と
互
い
に
声
を
か

け
合
い
、
突
撃
と
な
る
。

小
隊
長
は
皆
ん
な
無
事
か
と
突
き
進
む
。
敵
は
城
壁
に
沿
っ

て
逃
げ
出
し
た
。「
今
だ
そ
こ
を
撃
て
」
と
声
を
大
に
し
て
言
う
。

真
正
面
に
は
ま
だ
弾
が
飛
ん
で
来
る
。「
准
尉
が
ヤ
ラ
レ
タ
」

、

次
に
「
布
施
隊
長
も
ヤ
ラ
レ
タ
」
と
悲
壮
な
声
が
す
る
中
で
、

指
揮
班
通
信
班
の
脇
に
い
た
間
野
部
隊
長
当
番
佐
藤
与
一
郎
氏

も
部
隊
長
を
か
ば
う
よ
う
な
姿
で
戦
死
し
た
。
目
前
で
戦
死
す

る
者
、
そ
の
他
十
数
名
の
将
兵
が
犠
牲
と
な
る
。
白
兵
戦
の
中

で
は
あ
る
が
見
捨
て
て
行
く
訳
に
行
か
な
い
。
す
か
さ
ず
抱
き

か
か
え
て
み
た
が
返
事
は
な
い
。
残
念
「
衛
生
兵
呼
べ
」「
衛

生
兵
前
」
の
伝
令
。
悲
痛
な
呼
び
声
。「
衛
生
兵
ま
だ
か
」
と

部
隊
長
が
叫
ぶ
が
、
前
進
部
隊
を
指
揮
す
る
た
め
に
目
が
離
せ

な
い
。「
後
、
頼
む
ぞ
」
と
言
い
残
し
指
揮
班
と
共
に
前
進
、



前
進
。
歩
兵
砲
隊
も
次
々
と
前
進
、
突
撃
、
城
内
に
入
る
。

城
内
は
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
、
各
部
隊
は
里
児
閻
城
内
に
四

方
よ
り
続
々
と
入
る
。
今
後
の
命
令
を
打
電
。
真
に
棲
惨
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
。

約
二
週
間
で
あ
っ
た
が
無
事
生
還
で
き
た
喜
び
と
感
動
、
散

華
し
た
戦
友
を
偲
び
、
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
再
び
特
技
に
専
念

す
る
。
我
々
は
歩
兵
と
は
い
っ
て
も
ほ
か
に
通
信
機
材
を
携
行

し
、
行
軍
そ
の
他
に
お
い
て
も
疲
労
し
、
神
経
を
使
い
、
責
任

も
重
大
と
あ
っ
て
心
身
共
に
休
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
戦
場
で
の
心
理
は
不
思
議
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
長

い
行
軍
、
激
し
い
突
撃
等
で
ア
ゴ
を
出
し
き
っ
て
ヘ
ト
ヘ
ト
に

な
っ
て
い
て
も
、
前
方
か
ら
銃
声
が
聞
こ
え
る
と
ま
る
で
別
人

の
ご
と
く
、
足
取
り
も
し
っ
か
り
し
、
さ
ら
に
敵
に
接
近
す
る

や
興
奮
が
高
ま
り
、
勢
い
が
つ
き
、
相
手
を
見
る
と
勢
い
が
立

つ
闘
犬
の
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
近
づ
き
攻
撃
前
進
に
な
る
と

無
言
に
て
、
前
進
し
て
い
る
時
は
酩
酊
状
態
の
ご
と
く
、
行
軍

の
苦
痛
か
ら
解
放
状
態
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
蜿
挺
と
際
限
の
な
い
強
行
軍
で
疲
れ
切
っ
た
時
、
少

々
こ
の
辺
で
一
発
始
ま
ら
な
い
か
等
と
口
に
す
る
者
も
あ
る
。

誰
も
望
む
も
の
は
な
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
、
行
軍
は
つ
ら
く
な
る
。

睡
眠
や
食
事
も
ま
ば
ら
で
不
規
則
で
、
し
か
も
疲
れ
切
っ
て
い

る
中
で
戦
闘
が
始
ま
る
と
、
誰
か
何
人
か
の
犠
牲
が
出
る
。
悲

劇
的
な
こ
の
よ
う
な
状
態
の
繰
り
返
し
は
何
の
た
め
か
、
誰
の

た
め
か
、
判
断
に
苦
し
む
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。

や
が
て
昭
和
二
十
年
四
月
、
河
南
省
縄
池
県
班
村
よ
り
転
進

と
な
り
、
鉄
道
沿
線
ま
で
約
二
週
間
、
山
岳
地
延
べ
四
〇
〇
キ

ロ
位
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
毎
日
の
強
行
軍
に
は
ど
こ
を
ど
う

出
て
来
た
か
判
然
と
思
い
出
せ
な
い
が
、
途
中
、
河
原
で
大
休

止
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
敵
機
来
襲
し
、
そ
の
低
空
射
撃
を
受

け
、

あ
わ
て
ふ
た
め
き
命
か
ら
が
ら
逃
げ
込
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。

ま
た
、
途
中
、
進
路
右
前
方
山
腹
の
敵
と
部
隊
が
遭
遇
し
、

本
部
の
長
森
曹
長
が
戦
死
し
た
の
も
こ
の
時
だ
っ
た
と
思
う
。

近
く
に
砲
弾
が
落
下
す
る
状
況
で
、
も
し
や
友
軍
で
は
な
い
か

と
、
日
章
旗
を
振
れ
ば
、
ピ
タ
リ
と
止
ん
だ
。
前
後
挾
撃
さ
れ

た
敵
は
、
谷
間
を
北
に
敗
走
す
る
一
幕
も
あ
り
、
我
が
重
機
と

砲
兵
の
一
斉
射
撃
で
、
処
置
に
困
る
程
の
捕
虜
と
、
戦
利
品
の

山
と
な
る
大
戦
果
も
あ
っ
た
。

行
軍
と
戦
闘
と
を
交
え
つ
つ
鉄
道
沿
線
に
到
着
し
た
が
、
ど



こ
か
ら
列
車
を
利
用
し
た
か
思
い
つ
か
な
い
。
し
か
し
浦
口
を

通
過
し
上
海
近
く
、
江
蘇
省
宝
山
県
劉
家
へ
移
駐
し
、
付
近
の

守
備
に
任
じ
た
。
や
が
て
米
軍
の
沖
縄
上
陸
後
、
さ
ら
に
上
海

付
近
に
敵
が
上
陸
す
る
可
能
性
を
想
定
し
、
我
が
大
隊
は
、
こ

の
場
合
防
波
堤
と
な
る
た
め
、
懸
命
に
守
備
態
勢
固
め
を
し
て

い
た
。

こ
の
最
中
に
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
マ
ラ
リ
ア
に
患
り
、
四
〇
度

以
上
の
高
熱
と
ふ
る
え
が
三
日
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
る
の
に
悩

ま
さ
れ
つ
つ
一
ヵ
月
、
苦
労
し
な
が
ら
無
線
関
係
の
業
務
に
励

ん
だ
。
熱
の
た
め
体
が
ダ
ル
ク
、
身
の
置
き
ど
こ
ろ
が
な
く
、

食
欲
も
な
く
参
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
入
院
せ
ず
業
務
に
専

念
し
た
。
こ
れ
も
病
は
気
か
ら
、
気
力
に
あ
る
こ
と
を
体
験
し

た
一
つ
で
あ
る
。

山
西
・
河
南
と
前
の
戦
闘
に
て
死
に
打
ち
勝
っ
て
の
行
軍
を

思
い
出
し
、

死
と
い
う
こ
と
考
え
る
要
は
な
い
と
心
に
聞
か
せ
、

耐
え
抜
き
懸
命
に
死
守
す
る
だ
け
の
、
態
勢
固
め
に
専
念
し
て

い
る
矢
先
の
八
月
十
四
日
夜
半
、
劉
家
行
で
突
然
、
長
文
の
電

報
を
受
信
し
た
の
で
あ
っ
た
。

時
の
陸
軍
大
臣
、
阿
南
惟
幾
大
将
の
名
で
、「
草
を
か
み
、

土
を
食
っ
て
も
戦
え
」
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

暗
号
か
ら
知
ら
れ
た
。

翌
八
月
十
五
日
正
午
、
今
度
は
短
い
電
報
受
信
。
早
急
翻
訳

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
天
皇
の
重
大
放
送
が
あ
る
か
ら
全
員

ラ
ジ
オ
を
聞
け
と
の
内
容
の
も
の
で
、
大
至
急
幹
部
関
係
に
通

報
し
た
。
全
員
騒
然
と
し
て
集
合
し
て
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
い
た

が
、
カ
ス
レ
声
と
雑
音
に
て
言
葉
が
聞
き
取
れ
ず
、
判
断
も
で

き
ず
、
皆
ん
な
が
頑
張
れ
と
言
う
こ
と
だ
ろ
う
と
語
り
な
が
ら

引
き
揚
げ
る
者
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
一
部
の
無
線
手
暗
号
は

残
っ
て
通
信
所
を
離
れ
ず
、
次
の
電
報
を
待
つ
た
め
機
材
に
か

じ
り
つ
く
よ
う
な
傍
受
態
勢
で
い
た
と
こ
ろ
、
ま
も
な
く
引
き

続
き
受
信
、
即
刻
、
暗
号
を
翻
訳
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
先

の
ラ
ジ
オ
放
送
は
敗
戦
に
係
る
天
皇
の
詔
勅
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

至
急
隊
内
全
域
連
絡
と
同
時
に
、
全
員
茫
然
と
な
り
絶
望
と

驚
き
を
隠
し
切
れ
ず
、
一
部
は
デ
マ
で
あ
る
と
一
時
的
に
混
迷

の
状
況
と
な
り
、
ま
た
全
員
男
泣
き
に
涙
に
む
せ
ん
だ
。

即
時
、
隊
長
の
訓
示
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
落
着
き
、
事

態
を
冷
静
に
判
断
し
、
戦
局
好
転
な
ら
ず
遂
に
終
戦
の
や
む
な



き
に
至
り
、
断
腸
の
思
い
で
矛
を
納
め
る
と
い
う
天
皇
の
詔
勅

に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
宝
山
県
劉
家
行
に

て
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
前
記
十
四
日
の
長

文
電
報
は
陸
相
の
布
告
で
あ
っ
た
こ
と
と
判
明
す
る
。
し
か
も

阿
南
陸
相
は
十
四
日
夜
半
、

遺
書
を
託
し
自
刃
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
電
報
は
陸
相
の
死
後
受
信
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
判

明
し
た
。

「
死
を
以
て
大
罪
を
謝
し
奉
る
、

神
州
不
滅
を
確
信
し
つ
つ
、

大
君
の
深
き
恵
に
あ
り
し
身
は
、
言
い
残
す
べ
き
片
言
も

な
し

二
十
年
八
月
十
四
日
　
　
　
阿
南
惟
幾
　
　
」

と
「
遺
書
」
に
は
記
さ
れ
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
後
程
本

部
上
層
部
と
通
信
関
係
者
に
よ
り
解
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

通
信
部
だ
け
が
分
か
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
般
将
兵
は
事
務
係
以
外
は
身
の
廻
り
の
整
理
と

使
役
と
な
り
、
抑
留
生
活
の
身
と
な
る
。

戦
前
、
防
備
の
た
め
構
築
物
や
壕
等
施
工
し
た
こ
と
が
裏
目

に
出
て
、
今
度
は
逆
に
元
通
り
復
元
の
た
め
の
使
役
に
毎
日
出

る
こ
と
に
な
り
、
中
国
側
の
使
役
に
明
け
暮
れ
た
。
ま
た
、
食

事
も
一
キ
ロ
以
上
も
あ
る
所
か
ら
飯
盒
一
人
十
個
位
づ
つ
を
交

代
に
持
参
し
、
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
も
三
分
粥
の

よ
う
な
数
え
る
程
の
米
粒
が
浮
い
て
い
る
程
度
。
し
か
も
そ
の

飯
盒
一
杯
が
一
日
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
僅
か
な
食
と
無

防
備
の
身
と
な
り
な
が
ら
復
員
を
待
っ
た
。

人
を
使
う
の
と
使
わ
れ
る
こ
と
は
天
地
の
違
い
で
あ
る
が
、

だ
ん
だ
ん
平
静
に
な
り
、
捕
虜
生
活
も
な
れ
、
落
着
き
を
取
り

戻
し
、
外
出
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
日
街
を
歩
い
て

い
た
途
中
、
木
工
屋
さ
ん
が
木
工
場
で
働
い
て
い
る
所
に
出
合

い
、
懐
か
し
げ
に
見
て
い
る
と
、
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
よ
く

聞
く
と
日
本
で
大
工
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
暫
く
し
て

道
具
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
刃
物
は
す
べ
て
先
に
押
し
て
使
う

物
で
な
か
な
か
使
い
に
く
い
、
よ
く
あ
ん
な
道
具
で
あ
の
品
を

造
る
こ
と
に
感
心
し
た
。
そ
の
時
は
二
〇
分
位
で
帰
っ
た
。

暇
を
見
て
一
週
間
後
再
度
行
っ
て
見
た
と
こ
ろ
、
ポ
ン
ユ
ー

友
達
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
と
言
っ
て
、
一
時
間
い

た
。
帰
り
に
飯
ま
で
頂
き
、
国
は
違
っ
て
も
互
い
に
心
が
解
し

合
う
と
人
情
に
は
国
境
は
な
い
こ
と
を
体
験
し
た
。
そ
の
後
、

復
員
ま
で
二
十
回
ほ
ど
行
っ
た
か
と
思
う
が
、
互
い
に
木
工
技



術
の
参
考
に
な
っ
た
こ
と
と
言
葉
が
体
得
出
来
た
こ
と
な
ど
思

い
出
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
間
珍
し
い
食
べ
物
も
数
多

く
頂
い
た
。

や
が
て
昭
和
二
十
一
年
二
月
末
、
よ
う
や
く
夢
に
ま
で
見
た

故
郷
へ
帰
れ
る
日
が
訪
れ
、
呉
淞
へ
集
結
の
た
め
移
動
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
元
鐘
紡
紡
績
工
場
の
跡
地
の
広
場
で
私
物
検
査

が
行
わ
れ
、
二
月
二
十
一
日
午
後
、
上
海
港
よ
り
乗
船
と
な
る
。

こ
れ
も
畳
一
枚
に
五
人
位
で
の
窮
屈
な
場
所
で
身
動
き
も
出
来

な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
貨
物
船
で
あ
っ
た
よ
う
で

し
た
。

途
中
、
後
方
の
船
が
浮
遊
機
雷
に
ふ
れ
て
沈
ん
だ
こ
と
も
あ

り
、
夜
半
隣
の
船
で
遭
難
し
た
兵
の
救
助
作
業
に
当
っ
た
船
も

あ
っ
て
、
祖
国
を
目
前
に
し
て
不
運
な
方
も
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
我
が
家
に
着
く
ま
で
は
安
心
出
来
な
い
と
つ
く
づ
く
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

東
支
那
海
も
上
海
を
出
発
し
て
途
中
二
昼
夜
を
過
ぎ
て
、
よ

う
や
く
誰
と
な
く
祖
国
が
見
え
た
と
叫
ぶ
者
が
い
る
よ
う
な
状

況
に
な
っ
た
。
我
々
は
船
底
に
い
る
た
め
外
部
は
見
え
な
い
。

や
が
て
上
陸
、
小
船
に
乗
り
換
え
さ
せ
ら
れ
て
佐
世
保
港
に

上
陸
と
同
時
に
検
疫
を
受
け
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
体
に
ふ
り
か
け
ら
れ
、

さ
ら
に
消
毒
湯
を
浴
び
、
上
陸
の
手
続
き
を
終
わ
り
、
佐
世
保

駅
よ
り
復
員
車
中
の
人
と
な
っ
た
。

列
車
は
■
う
よ
う
な
速
度
で
大
阪
駅
に
到
着
。
下
車
し
直
ち

に
召
集
解
除
と
な
り
、
隊
の
編
成
を
解
く
こ
と
に
な
る
。

解
散
後
、
自
由
行
動
と
な
る
。
二
月
末
と
あ
っ
て
故
郷
は
雪

だ
ろ
う
と
覚
悟
し
、
駅
前
で
ゴ
ム
靴
を
見
つ
け
た
の
で
土
産
と

し
て
買
い
求
め
再
び
乗
車
、
故
郷
を
胸
に
画
き
な
が
ら
山
形
へ

と
車
中
の
人
と
な
る
。
や
が
て
二
昼
夜
に
て
山
形
県
入
り
と
な

り
、
そ
の
後
二
時
間
半
で
山
形
駅
を
通
過
、
征
途
の
時
の
こ
と

を
偲
び
な
が
ら
、
我
が
部
落
の
裏
山
を
車
中
よ
り
見
た
。

間
も
な
く
変
ら
な
い
懐
か
し
い
楯
岡
駅
頭
に
到
着
。
感
無
量
。

生
死
を
共
に
し
た
七
名
が
下
車
し
た
の
が
昭
和
二
十
一
年
二
月

二
十
七
日
午
前
十
一
時
半
で
あ
っ
た
。

駅
頭
に
て
堅
い
握
手
を
交
し
、
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
頑
張
ろ

う
。
ま
た
会
う
と
言
っ
て
足
取
り
も
軽
く
我
が
家
へ
急
い
だ
。

雪
は
少
々
降
っ
て
い
た
。
道
路
は
五
〇
セ
ン
チ
も
積
も
っ
て
い

た
ろ
う
。
駅
よ
り
二
キ
ロ
、
強
行
軍
を
思
い
出
し
歩
く
こ
と
約

四
〇
分
、
よ
う
や
く
我
が
家
の
戸
に
手
が
か
か
り
「
只
今
帰
っ



た
よ
」
と
顔
を
だ
す
と
、
丁
度
昼
食
中
で
あ
っ
た
が
、
皆
茫
然

と
し
、
信
じ
ら
れ
ぬ
顔
を
し
て
い
た
。

「
俺
だ
、
吉
郎
だ
よ
」
と
言
っ
て
荷
物
を
降
ろ
し
、
初
め
て

無
事
生
還
出
来
た
実
感
が
湧
い
た
。
皆
ん
な
が
手
を
休
め
、
早

速
、
食
事
準
備
に
忙
し
く
動
く
母
の
姿
、
父
の
姿
。
第
一
印
象

は
父
母
の
頭
の
白
髪
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
る
と
留
守
中
苦
労

と
心
配
を
掛
け
た
な
あ
と
心
で
泣
け
た
。
早
速
仏
壇
に
無
事
帰

宅
出
来
た
報
告
を
告
げ
、
さ
ら
に
近
く
の
村
社
へ
雪
道
を
踏
み

し
め
な
が
ら
無
事
生
還
出
来
た
御
礼
と
感
謝
の
気
持
ち
で
参
拝

し
た
。

駅
頭
に
着
い
た
時
の
感
動
、
家
に
到
着
し
て
家
族
の
顔
を
漸

く
に
し
て
見
た
時
の
感
動
、
神
仏
に
手
を
合
わ
せ
た
時
の
感
激

と
感
動
の
連
続
、
よ
う
や
く
家
族
と
共
に
暫
く
ぶ
り
の
昼
食
、

話
が
は
ず
み
食
事
が
進
ま
ず
、
時
間
が
か
か
り
な
が
ら
の
食
事

を
す
ま
し
、
落
着
き
を
取
り
戻
し
た
。

月
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
家
族
親
戚
等
の
方
々
か
ら
、
丸
四
年

余
月
の
軍
隊
生
活
の
記
録
を
問
わ
れ
、
何
日
か
は
一
文
に
ま
と

め
て
見
よ
う
と
志
し
た
。
し
か
し
仕
事
、
仕
事
で
毎
日
が
追
わ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
我
々
の
手
で
は
な
か
な
か
ま
と
め
難
く

思
案
に
く
れ
て
い
た
。
こ
の
文
は
、
そ
の
よ
う
な
中
で
私
も
書

く
こ
と
が
好
き
で
あ
り
、
忘
れ
ぬ
よ
う
に
と
暇
を
見
て
書
き
終

わ
っ
た
い
く
つ
か
の
資
料
を
参
考
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
不

明
点
は
手
紙
、
電
話
等
で
補
充
し
ま
し
た
。

年
と
共
に
四
十
五
年
以
上
も
過
ぎ
去
っ
た
今
日
、
大
陸
に
四

年
余
月
生
命
を
さ
ら
し
て
の
青
春
を
想
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
体
験
を
書
く
こ
と
は
、
老
兵
に
と
っ
て
、
な
か
な
か
大

変
な
こ
と
で
あ
る
。

私
は
筆
不
精
だ
が
書
く
こ
と
が
好
き
で
、
今
以
て
六
〇
冊
の

日
記
が
あ
る
。
中
で
も
戦
中
、
大
陸
で
の
行
動
を
日
記
的
に
書

い
た
も
の
は
復
員
の
際
の
私
物
検
査
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
出
来

ず
、
涙
を
の
ん
で
焼
却
の
や
む
を
え
な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、

今
考
え
る
と
持
っ
て
こ
ら
れ
た
か
と
も
考
え
、
本
当
に
残
念
で

な
ら
な
い
。

何
と
言
っ
て
も
御
国
の
た
め
と
は
い
え
、
当
時
名
誉
の
戦
死

と
言
っ
た
美
言
の
下
で
数
多
く
の
戦
友
が
勝
利
を
信
じ
な
が
ら

目
の
あ
た
り
死
ん
で
い
く
姿
や
、
血
を
血
で
洗
う
殺
し
合
い
の

苛
酷
な
愚
か
さ
を
、
身
を
以
て
体
験
し
た
。
一
人
の
命
が
犠
牲



に
な
っ
て
何
が
名
誉
で
何
が
国
の
た
め
か
と
考
え
る
時
、
ま
ず

思
う
こ
と
は
す
べ
て
が
空
虚
で
し
か
な
い
。
と
く
に
親
の
心
境

を
考
え
る
、
祖
国
の
た
め
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
申
す
方
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
気
の
毒
で
あ
り
、
ま
た
途
方

に
く
れ
生
活
を
お
び
や
か
さ
れ
た
方
々
も
大
勢
あ
っ
た
ろ
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
た
だ
た
だ
残
念
で
な
ら
な
か
っ
た
。
健
在
で

帰
っ
た
の
が
申
し
訳
な
い
と
い
う
こ
と
が
第
一
印
象
で
あ
っ

た
。当

時
の
軍
隊
生
活
を
想
え
ば
、
現
在
の
青
年
は
幸
福
で
す
。

衣
食
住
充
ち
て
の
飽
食
時
代
、
こ
の
よ
う
な
経
済
大
国
日
本
に

な
っ
た
の
も
、
我
々
先
輩
等
、
身
命
を
捧
げ
ら
れ
た
勇
士
の
方

々
と
、
戦
後
耐
え
忍
ん
で
復
興
に
努
め
た
一
人
一
人
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
国
民
は
、
寒

さ
と
飢
え
に
耐
へ
、
ひ
た
す
ら
国
の
た
め
家
族
の
た
め
と
頑
張

り
抜
い
て
働
き
続
け
た
賜
で
あ
る
。
耐
え
忍
ぶ
心
、
敗
戦
の
ど

ん
底
よ
り
立
ち
あ
が
る
精
神
は
軍
隊
生
活
で
の
経
験
と
勉
強
で

鍛
え
た
収
穫
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
た
と
え
誤
っ
た
戦
争
で

あ
っ
た
と
は
い
え
、
青
春
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
だ
軍
隊
生
活

四
年
余
の
体
験
は
、
忍
耐
精
神
、
団
結
力
の
精
神
修
養
の
道
場

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、

敗
戦
よ
り
国
民
は
新
た
な
決
意
を
以
て
立
ち
上
が
り
、

今
日
の
平
和
を
築
い
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
が
、
そ
の
平
和
の
礎

と
し
て
平
和
を
夢
見
な
が
ら
散
っ
て
い
っ
た
勇
士
を
偲
ば
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
ま
た
散
華
し
た
勇
士
の
た
め
に
も
、
血
で
血

を
洗
う
悲
惨
な
戦
争
は
、

二
度
と
や
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
、

語
り
継
ぐ
責
務
が
あ
る
と
考
え
る
老
兵
の
一
人
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
我
々
は
こ
の
最
高
の
人
生
体
験
の
宝
を
生
か
し
、
無
事
生

還
出
来
た
こ
と
の
幸
運
に
感
謝
し
、
敗
戦
の
惨
さ
も
今
や
歴
史

の
彼
方
へ
風
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
、
事
実
を
経
験
し
た
私

達
が
語
り
伝
え
る
べ
き
責
任
を
痛
感
し
な
が
ら
書
き
綴
っ
た
文

で
あ
る
。

ま
た
、
語
り
継
ぐ
べ
き
こ
れ
か
ら
の
人
々
に
一
字
な
り
と
も

参
考
に
な
れ
ば
と
、
願
い
を
込
め
て
書
い
た
が
、
何
と
申
し
て

も
青
春
の
若
者
が
勝
利
を
信
じ
て
物
故
さ
れ
た
英
霊
に
対
し
て

は
敬
意
と
冥
福
を
祈
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

戦
中
の
軍
国
主
義
は
、
天
皇
の
た
め
、
国
の
た
め
と
い
う
恐

ろ
し
い
思
想
と
絶
対
服
従
主
義
で
、
自
由
を
完
全
に
束
縛
さ
れ

た
時
代
で
、
こ
の
「
時
の
流
れ
」
に
は
勝
て
ず
、
ど
う
に
も
な



ら
な
か
っ
た
。
戦
後
は
自
由
と
民
主
主
義
に
大
き
く
変
わ
り
、

言
論
は
自
由
で
あ
り
、
今
後
は
武
力
に
頼
ら
ず
信
頼
と
協
力
、

双
方
で
納
得
の
行
く
ま
で
語
り
合
い
な
が
ら
、
相
手
を
直
ち
に

敵
と
せ
ず
、
素
直
に
語
り
合
え
ば
、
接
点
が
生
れ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

戦
争
は
何
と
言
っ
て
も
血
を
血
で
洗
い
、
双
方
に
甚
大
な
損

失
を
生
む
こ
と
に
な
り
、
断
じ
て
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
言
う
に
及
ば
ず
口
先
だ
け
で
は
守

れ
な
い
。
銃
口
の
先
に
立
ち
、
身
命
尊
重
を
第
一
に
考
え
る
べ

き
で
、
他
人
が
銃
を
持
っ
て
い
る
か
ら
私
も
万
が
一
の
場
合
の

身
を
守
る
た
め
自
分
も
持
つ
、
互
い
に
相
手
以
上
の
装
備
を
確

保
す
る
と
い
っ
た
考
え
で
相
手
を
お
び
や
か
す
。
こ
の
よ
う
な

い
た
ち
ご
っ
こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
、
世
界
の
平

和
は
あ
り
得
な
い
と
、
互
い
に
肝
に
命
じ
て
考
え
直
す
べ
き
と

重
ね
て
申
し
上
げ
た
い
。

祖
国
の
平
和
を
願
い
な
が
ら
悲
壮
と
言
う
べ
き
戦
闘
を
繰
り

返
し
、
緒
戦
の
華
や
か
な
勝
利
に
拘
ら
ず
、
敗
戦
を
迎
え
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
私
達
の
心
中
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
も
の
が

あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
無
念
さ
は
新
た
な
日
本
建
設
と
な
つ
て
我
が
国

は
驚
く
べ
き
発
展
を
遂
げ
た
。
こ
の
今
日
の
平
和
と
繁
栄
は
先

の
大
戦
に
散
っ
た
幾
百
万
の
方
々
の
犠
牲
の
上
に
立
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
ず
、
広
大
な
中
国
大
陸
の
山
河
に
青
春
を
賭
け
て

戦
っ
た
一
人
と
し
て
、
私
自
身
心
の
奥
に
も
刻
ま
れ
、
決
し
て

忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

四
、

五
回
の
主
な
作
戦
参
加
と
無
事
生
還
後
の
感
想
を
長
く
、

ま
と
ま
り
な
く
、
記
憶
の
ま
ま
、
感
ず
る
ま
ま
走
り
書
き
し
ま

し
た
。

三
度
召
さ
れ
し
　
我
な
れ
ど

昭
和
終
わ
る
も
　
痛
み
は
消
え
ず

【
解

説
】

第
六
十
九
師
団
は
昭
和
十
七
年
四
月
、
独
立
混
成
第
十
六
旅

団
（
独
歩
第
八
十
二
～
第
八
十
六
大
隊
―
弘
前
師
団
管
区
）
を

基
幹
と
し
、
山
西
省
の
臨
汾
（
省
南
部
運
城
北
方
）
で
編
成
さ

れ
た
。
師
団
編
成
に
際
し
て
は
、
弘
前
よ
り
歩
兵
第
六
十
旅
団

司
令
部
、
独
歩
第
百
十
八
～
百
二
十
大
隊
お
よ
び
師
団
通
信
隊

・
工
兵
隊
・
輜
重
隊
・
野
戦
病
院
・
病
馬
■
が
編
入
さ
れ
た
。

初
代
師
団
長
陸
軍
中
将
井
上
真
衛
、
二
代
三
浦
忠
次
郎
。



独
立
歩
兵
第
百
二
十
大
隊
は
昭
和
十
七
年
四
月
十
四
日
、
山

形
市
に
お
い
て
編
成
完
結
、

初
代
大
隊
長
陸
軍
大
佐
山
下
良
眼
、

五
月
二
十
一
日
山
西
省
臨
汾
に
最
終
梯
団
が
到
着
し
、
同
地
付

近
の
警
備
に
任
ず
。

七
月
十
日
～
二
十
日
、
山
西
省
孝
義
県
付
近
、
対
晋
汾
陽
南

東
方
地
区
作
戦
、
二
代
大
隊
長
陸
軍
大
佐
早
川
鉄
二
、
三
代
陸

軍
中
佐
石
井
富
太
郎
。

昭
和
十
八
年
四
月
五
日
～
五
月
二
十
六
日
、
大
行
山
脈
一
帯

の
十
八
春
大
行
作
戦
参
加
。
七
月
一
日
～
三
十
一
日
、
山
西
省

陵
川
県
付
近
の
十
八
夏
大
行
作
戦
参
加
。
四
代
大
隊
長
陸
軍
中

佐
柏
木
求
馬
。
九
月
二
十
二
日
～
十
一
月
二
十
日
、
山
西
省
大

岳
地
区
一
帯
、
十
八
秋
大
岳
地
区
作
戦
参
加
。

昭
和
十
九
年
二
月
、
大
隊
は
臨
汾
地
区
警
備
を
独
歩
第
二
百

一
大
隊
に
移
譲
。
新
た
に
第
三
十
七
師
団
（
大
陸
打
通
作
戦
参

加
の
た
め
）
よ
り
山
西
省
王
茅
鎮
付
近
の
黄
河
河
防
警
備
を
継

承
。
二
十
二
日
よ
り
移
駐
開
始
、
三
月
十
日
一
切
完
了
。

四
月
九
日
～
十
三
日
、
山
西
省
稷
王
山
周
辺
地
区
粛
正
作
戦

参
加
。
四
月
二
十
五
日
～
五
月
五
日
、
西
北
河
南
作
戦
参
加
。

作
戦
終
了
と
共
に
大
隊
は
河
南
省
河
南
村
班
村
付
近
に
進
駐
、

同
地
に
橋
頭
堡
構
築
し
確
保
な
ら
び
に
守
備
に
任
ず
。
五
代
大

隊
長
陸
軍
中
佐
間
野
俊
夫
。
八
月
二
十
五
日
、
西
北
河
南
作
戦

に
お
け
る
武
功
抜
群
に
て
、
第
一
軍
司
令
官
よ
り
感
状
を
授
与

さ
れ
る
。
九
月
十
五
日
～
十
月
二
日
、
汾
南
地
区
山
西
軍
撃
滅

作
戦
参
加
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
六
代
大
隊
長
陸
軍
大
尉
岡
本
一
雄
。
三

十
一
日
、
南
村
地
区
橋
頭
堡
の
守
備
を
独
警
第
二
十
八
大
隊
に

移
譲
し
、
第
十
三
軍
隷
下
に
入
る
た
め
中
支
へ
転
進
。
四
月
二

十
日
、
江
蘇
省
宝
山
県
着
。
陣
地
構
築
守
備
に
任
ず
。
八
月
十

八
日
復
員
下
令
。
昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
一
日
、
九
八
六
名

内
地
帰
還
の
た
め
上
海
港
出
帆
。
佐
世
保
上
陸
後
、
二
十
七
日

故
郷
楯
岡
に
帰
る
。

勝
兵
団
・
我
が
戦
陣
の
記
　 

山
形
県
　
須
藤
幸
一
　 

私
は
昭
和
十
五
年
十
二
月
三
日
、
現
役
兵
と
し
て
盛
岡
に
集

合
入
隊
し
、
北
支
で
最
初
の
現
地
教
育
を
受
け
た
初
年
兵
で
あ




